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　７月に前期の学校評価を実施しましたところ，２７０通（約８９％）の方から回答を頂きました。昨年度後期よりもさらに約１０ポイント回収率が上がりました。多数ご回答いただくことで，より正確な結果分析・考察を行うことができました。ご協力ありがとうございました。保護者の皆様から頂きました学校評価と児童のアンケートを参考に，再度，学校の取組を確認し，よりよい学校づくりに生かしていきたいと思います。
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◇　①「先生や友達の話をよく聞き，自分の考えをしっかり話している。」は，保護者・児童ともに，Ａ・Ｂ合わせると８０％を超えています。実際，子どもたちの授業態度は大変落ち着いています。とくに「聞く」については，集会等でも一人一人がしっかり意識できています。ただ「話す」については，苦手意識を持っている子どもたちも少なくなく，「聞く」に比べると個人差が大きいように思います。学校では，小グループでの話し合いを取り入れるなど話しやすい環境づくりを工夫し，また，どんな意見でも認め合えるような学級づくりを心がけています。今後もさらなる工夫・改善を行っていきたいと思います。
ご家庭でも，「子どもの話をしっかり聞く。」ことをとくに大切にされているご家庭の割合も７０％と高く，子どもたちの大きな支えとなっています。ありがとうございます。

◇　②③について，授業では，学習の始めにめあてを確認したり，終わりにふり返りを行ったりするなど，より主体的に学習が進められるよう様々な工夫をしています。③の児童と保護者のＡ・Ｂ合わせての割合が１０ポイントほど差があるのは，おそらく「もう少しがんばれば，もっとできるよ。」という保護者の方の期待の表れではないでしょうか。子どもたちにとっても「分かる喜び」ほど大きなものはなく，それが次への意欲へと繋がっていくと考えます。全ての子どもたちが「分かる」ために，一人一人に応じた手立てを工夫するなど，日々の指導にあたりたいと思います。ご家庭でも引き続き，温かい励ましの声かけをお願いします。

◇　④「朝読書（水曜日）などで，本を読んでいる。」は約９０％の子どもたちがＡもしくはＢと回答しています。
読書の時間では，本選びに時間がかかってしまうことも少なからずありますが，多くの子どもたちは読書の時間を大変楽しみにしていて，集中して本を読んでいます。本校では，学校運営協議会読書企画推進委員会の方々に，読み聞かせの会や図書室の環境整備などをしていただいたり，図書支援員が読書環境づくりに取り組んだりしています。また，ＩＣＴ教育のさらなる充実を目指して，夏休み明けには図書室とコンピュータ室の機能を統合して『図書メディアセンター』を開設しました。ご家庭でも，家族みんなが本に向かう「読書の時間」を設けてみてはいかがでしょうか。

◇　⑤⑥は，児童・保護者ともＡ・Ｂ合わせて９０％前後と高い割合になっています。学校での子どもたちの様子を見ていると，「ご家庭で大切に育てていただいてるな。」「だからこそ，友達を大切にすることもできるのだな。」と強く感じます。「学習のことや学校での出来事について，子どもと一緒に話をしている。」という設問にも，約７５％の方がとくに大切にしていると回答されています。友達と良好な関係を保てることで「学校が楽しい。」と感じることができているのではないでしょうか。ただ，不用意な発言等で相手を傷つけてしまうような事象がないわけではありません。本校の研究活動の目標の一つに，「ことばの力を育て，思考力を深め，よりよい人間関係を作っていく。」というものがあります。⑥でＣ・Ｄと回答している児童がいるということをしっかりと認識し，今後も，学校という集団生活のあらゆる場面を通して，子どもたちの支援にあたっていきたいと思います。
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◇　⑦について，宿題はすべきものだと捉え，子どもたちは日々取り組んでいます。しかし，児童と保護者のＡ・Ｂの割合が大きく異なります。おそらく「声をかけないと，なかなか自分から始めない。」「宿題以外の学習ももっとしてくれたらな。」といった思いが保護者の方にあるのではないでしょうか。あって当たり前のように思う宿題ですが，より子どもたち自身が主体的に取り組めるよう，「なぜ宿題があるのか。」「宿題をするとどうなるのか。」といったような宿題の意義についても，もう一度，子どもたちとともに考えていきたいと思います。ご家庭におかれましても，今後も，温かい励まし，粘り強い声かけをお願いします。

◇　⑧については，昨年度後期アンケートと同様，児童と保護者のＡの割合が大きく異なります。「だいたいできているから大丈夫。」と考えている児童と，「言うまでなかなか準備をしない。」「たまにでも忘れることがある。」と危機感をもっておられる保護者の方々との意識の違いの表れではないでしょうか。やはり忘れものについては，ゼロであるべきだと捉え，子ども自らがしっかり準備できるよう，働きかけていきたいと思います。ご家庭でも，子ども自身が点検する習慣が付けられるよう，今後も声かけをお願いします。

◇　⑨「早寝・早起き・朝ごはん」については，ご家庭での意識も高く，良好な結果となっています。学校では長期休業後に生活点検を行い，子どもたちの実態を把握するとともに，よりよい生活習慣が身につけられるよう，働きかけています。ただ，学年が上がるに従い，「遅寝・遅起き」になる傾向があるので，今後も継続的に「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さを伝えていきたいと思います。ご協力，よろしくお願いします。
◇　⑩について，今年度も，「３つの“あ”」（あいさつ・あんぜん・ありがとう）の一つである「あいさつ」についての取組を継続しています。しかし，昨年度と同様，児童と保護者のＡの割合が大きく異なります。子どもたちはあいさつをしているつもりでも，受け手となる側(この場合は大人)は十分ではないと感じることが多いようです。学校長が子どもたちに話すときには，必ず「“気持ちのよい“あいさつをしましょう。」と投げかけます。約７６％のご家庭が「家族は，自分から気持ちのよい挨拶をするようにしている。」とされ，家庭・地域のご協力もあり，確実に効果は上がっています。今後も，大人が手本となって取組を進めていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。
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◇　⑪について，昨年度と比べると，Ａの割合が減り，Ｃ・Ｄの割合が増えています。本校では，研究主題を「自分のおもいをもち，互いに学び合い高め合う子」とし，環境教育を中心にして研究活動を進めています。また，経験年数の少ない者を対象としたフレッシュ研修を行うなど授業力を上げるための取組をしています。さらに，学年や学校全体で情報交換を密に行い，組織で子どもたちを育てるよう取り組んでいますが，今回の結果をしっかりと受け止め，子どもたちの力を十分に引き出せるよう，さらなる授業改善に努めていきたいと思います。

◇　⑫は昨年度と同様に高い評価をいただいています。学校では，運動会等で学年を超えて感想を交流するなど，様々な場面で互いの良さやがんばりを認め合える場を設定しています。また，各学級の子どもたちの様子について教職員全体で交流する機会を設けるなどし，学校全体で全児童を見守っていくようにしています。今後も，「子ども一人一人を徹底的に大切にする。」という京都市の目標を達成するために，取り組んでいきたいと思います。

◇　⑬⑭⑮については，昨年度よりもＡの比率が少し下がったものの，どの設問もＡ・Ｂ合わせて９５％前後と高い評価をいただいています。⑬では，多くの方が「学校から配られるプリント（学校・学年・学級だより，ＨＰ等）は必ず見ている。」とされ，学校から発信される情報に大変高い関心を示していただき，また高い評価もいただいています。ありがとうございます。ひらかれた学校づくりをさらに進めていくためにも，今後も積極的に情報を発信していきたいと思います。
⑭については，本校では，児童が安全に安心して学校生活が送れるよう，毎月，全教職員で安全点検を行い，安全管理に留意しています。また，効率よく学習が進められるよう，学習環境の整備・整頓にも努めています。この度開設した『図書メディアセンター』は，図書主任と情報教育主任が中心となって，図書館運営支援員と連携をとりながら，また，学校運営協議会読書企画推進委員会の方々にご協力いただきながら，よりよい施設となるよう，環境整備に取り組んでいきたいと思います。
　⑮について，「参観・懇談など，学校によく足を運んでいる。」と回答された方の割合も昨年度後期より増加しました。実際，いつも多くの方にご参観いただいています。これは，本校の教育活動への期待の表れでもあると考えます。しかし，懇談会への参加率は決して高いとは言えません。保護者の方と学校とが思いを同じにして，ともに子どもたちの成長を見守っていくために，懇談会もより有意義なものとなるよう，工夫していきたいと思います。
◇　⑯「学校は，家庭や地域と積極的に連携して活動できていますか。」の設問は，昨年度の学校運営協議会理事会でいただいたご意見をもとに新設した項目です。Ａ・Ｂ合わせて９５％を超える評価をいただきました。本校区には，「妙」「法」の山や水路など他に類を見ない地域素材が豊富にあり，本校が取り組んでいる環境教育は，これらを教材として進めています。その際，学校運営協議会の皆様にはゲストティーチャーやその他さまざまな形でご協力いただき，教育的効果を高めることができています。また，「学び」「子ども安全」「読書」「広報」「放課後まなび教室」の各企画推進委員会の皆様には，子どもたちのために，日々
活動していただいています。ＰＴＡを始め，各団体が主催する行事などにも可能な限り教職員が参加し，交流を深められるようにしています。今後も「地域の子どもは，地域で育てる。」を保護者・地域・学校が協力して実践していきたいと思います。どうぞ，よろしくお願いします。

 (
《資料》　
「ご家庭で大切にされていること」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
設問
７月
設問
７月
設問
７月
1
⑩ 家族は，自分から気持ちのよいあいさつをするようにしている。
76.3
6
⑭⑮ 参観・懇談など，学校によく足を運んでいる。
66.7
11
⑦ 家庭学習ができるように働きかけ，環境を整えている。
54.4
2
⑥ 学習のことや学校での出来事について，子どもと一緒に話をしている。
74.8
7
⑫ 家庭では，子どものよさを認めて，ほめている。
61.5
12
⑤ 子どもにも家族の役割分担をさせている
43.3
3
⑬ 学校から配られるﾌﾟﾘﾝﾄ（学校・学年・学級だより・HP等）は必ず見ている。
70.4
8
②③ 子どもが物事に最後まで取り組めるように励ましの声かけをしている。
60.7
13
⑯ ＰＴＡ活動や地域の行事にできるだけ参加するようにしている。
41.5
4
① 子どもの話をしっかりきいている。
70.0
9
⑧ 忘れ物がないように，子ども自身が点検する習慣を付けている。
58.5
14
④ 読書の時間を設けている。
23.0
5
⑨ 基本的な生活リズムが身につくように条件を整え，家族で取り組んでいる。
67.0
10
⑪ 日頃の学習の様子について聞いている。
55.2
※　保護者アンケートで，○の回答が多かった順に並べ替えています。
)















《学校関係者評価》
９月２２日に開催されました学校運営協議会理事会で，「第１回学校評価結果」を報告し，理事の皆様より貴重なご意見をいただきました。主なご意見は次の通りです。

◇　評価は，一つの目標であり，これにより意識改革ができる手段となります。
→　教職員が共通理解し，アイデアや工夫を凝らして日々の学習を進めていきます。
◇　数値によって学年のばらつきはあるのでしょうか。
→　低学年・高学年で見ると，例えば「①人の話を聞き，自分の考えを話す。」は，低学年はＡが５６％高学年は３４％と低学年が高くなっています。他の項目においても，特に１年生は，Ａとしている児童が多いようです。そういうことも考慮し，２年生以上で評価をしている学校もあります。
◇　《資料》「ご家庭で大切にされていること」には，家庭のおもいが伝わってきます。この数値と各項目の数値を比較してみるとよく分かります。学校と家庭とが連携し，取組を進めていくことが大切です。
◇　「あいさつ」・「あんぜん」・「ありがとう」の３つを特に大事にして学校が取組を進めています。この中にも「あんぜん」に関する評価項目があってもよいでしょう。


＊　「あいさつ」は以前に比べるとよくなっています。
＊　朝の登校見守りでは，横断歩道等で自転車の危険な運転が見られます。
（二人乗り・メールをしながら・バイクでもメール・斜め横断）
注意をするのですが，聞いてもらえないこともあります。子どもたちにとって，よくない見本です。
＊　横断歩道を渡る子どもたちを待って，走行する自転車も増えています。そんな方に，子どもたちが「ありがとう」と言えるとよいですね。

→　今年度も３つの「あ」を大事にしています。機会あるごとに，「あいさつ」・「あんぜん」・「ありがとう」について話をしています。「あんぜん」については，今後も指導を深めていきます。
①　人の話を聞き，自分の考えを話す。
保護者	児童	27.037037037037027	45.423728813559457	保護者	児童	56.666666666666409	42.711864406779469	保護者	児童	12.962962962962974	9.4915254237288131	保護者	児童	3.3333333333333335	2.3728813559322033	

④読書習慣（朝読書など）。
保護者	児童	30.188679245282927	63.945578231292494	保護者	児童	36.226415094339814	25.510204081632654	保護者	児童	24.528301886792452	7.4829931972789119	保護者	児童	9.0566037735849267	3.0612244897959182	

③　分かるまで学習に取り組む。
保護者	児童	32.584269662921344	61.016949152542139	保護者	児童	55.430711610486902	27.457627118644091	保護者	児童	11.235955056179773	8.8135593220338997	保護者	児童	0.74906367041198563	2.7118644067796587	

⑥　学校が楽しい。
保護者	児童	60.447761194029852	73.469387755102062	保護者	児童	31.343283582089526	17.346938775510203	保護者	児童	7.0895522388059655	6.8027210884353764	保護者	児童	1.1194029850746268	2.3809523809523809	

⑤　自分や人を大切にする気持ち。
保護者	児童	43.071161048689142	58.10810810810834	保護者	児童	47.565543071161052	29.05405405405417	保護者	児童	8.6142322097378283	10.135135135135135	保護者	児童	0.74906367041198563	2.7027027027027111	

⑧　学習の準備（忘れ物など）。
保護者	児童	27.756653992395432	48.299319727891316	保護者	児童	54.372623574144328	32.993197278911559	保護者	児童	17.490494296577825	14.285714285714286	保護者	児童	0.38022813688212931	4.4217687074829932	

⑦　宿題等，家庭での学習。
保護者	児童	34.701492537313293	64.527027027027032	保護者	児童	45.522388059701491	25	保護者	児童	16.417910447761187	9.1216216216216139	保護者	児童	3.3582089552238639	1.3513513513513513	

⑨　早寝・早起き・朝ごはん。
保護者	児童	47.940074906367045	58.10810810810834	保護者	児童	41.947565543071164	27.702702702702616	保護者	児童	9.7378277153557598	10.810810810810812	保護者	児童	0.37453183520599281	3.3783783783783785	

⑩　気持ちのよいあいさつ。
保護者	児童	31.716417910447763	64.625850340135727	保護者	児童	48.880597014925378	23.129251700680335	保護者	児童	18.656716417910491	9.5238095238095237	保護者	児童	0.74626865671641784	2.7210884353741385	

⑪　子どもの力を引き出す授業。
保護者	33.10104529616725	保護者	51.916376306620208	保護者	9.0592334494773521	保護者	5.9233449477351865	

⑫　認め合い，励まし合えるような取組。
保護者	42.366412213740446	保護者	50.381679389312708	保護者	7.2519083969465674	保護者	0	

⑭　整理整頓された学習環境。
保護者	48.288973384030463	保護者	47.908745247148289	保護者	3.8022813688212942	保護者	0	

⑬　方針や取組についての発信。
保護者	47.528517110266158	保護者	44.866920152091254	保護者	7.6045627376425857	保護者	0	

⑯　家庭・地域との連携。
保護者	48.484848484848207	保護者	46.590909090909221	保護者	4.5454545454545459	保護者	0.37878787878788112	

⑮　参観・懇談会への参加の働きかけ。
保護者	47.908745247148289	保護者	47.528517110266158	保護者	4.1825095057034218	保護者	0.38022813688212931	

②　めあてをもって努力する。
保護者	児童	32.584269662921344	61.016949152542139	保護者	児童	55.430711610486902	27.457627118644091	保護者	児童	11.235955056179773	8.8135593220338997	保護者	児童	0.74906367041198563	2.7118644067796587	
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